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性生活調査による本邦男性の性機能の研究

 - お もに加齢 との関係について - 
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STUDIES ON SEXUAL ACTIVITY IN JAPANESE MALES 
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ESPECIALLY IN ASSOCIATION WITH ADVANCING AGE
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(Director: Prof. Y. Kumamoto)

   To study the changes in sexual function, especially potency in males with age, 3,389 married 
male patients who visited the urological department were inquired about their sexual behavior, and 
the following results were obtained. Sexual intercourse was performed once a week or more in 95.2 

% of those aged under 30 years, 84.2% of those aged between 30-39 years, 55.2% of those aged 
between 40-49 years, 26.3% of those aged between 50-59 years, and 10% or less of those aged 60 

years or more. Conversely, the percentage of those reporting no sexual intercourse increased with 
age, especially markedly after 50 years of age: 10% or less in those under 50 years, 21.1% in 
the 6th decade, 44.8% in the 7th decade, and 69.5% in the 8th decade. The awareness of morn-
ing erection decreased gradually with age. In those 60 years or older, the percentage of those 
without morning erection was higher than those with morning erection. The association between 
the testicular volume and potency was unclear in those under 50 years of age. However, in those 
between 50-69 years, potency tended to be reduced with the decrease in the testicular volume. 
The frequency of sexual intercourse in infertile patients with testicular dysfunction was nearly equal 
to that in those with normal testicular function. 

   The decrease in sexual activity with age appears to be complicatedly associated with sociologi-
cal and psychological factors in addition to aging. In u society where the proportion of the aged 
is increasing, evaluation from various aspects is needed. 
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緒 言

加齢に伴い,男 性の性機能が 徐 々に低下 す る こ と

は,必 然的な生理現象 として一般に と らえ られ て い

る.し か し性生活に関係す る諸問題 は当事者以外 には

きわめて秘密に属す る とい う考 えがい まだ根強 く,特

に高齢者においては性欲の発 現は家族や社会に対 して

恥ずか しい ものの よ うに錯 覚 され る場合が あ り,性 機

能に関係 した事 項は社 会的に もあ ま り関 心 が 持 た れ

ず,研 究 もごく限 られた一部の人達 によってのみ行な

われて きた.一 方,欧 米においてはKinsey(19411)1)

の報告 にみる ように男女の性生活 について古 くか ら検

討がな され て きて お り,Finkle(1959)2)やPfeiffer

(1972)3)の 報告 の ように老齢者の性機能について も詳

細な調査 が行 なわれ てい る.

わが国では,最 近社会の高齢化 に伴い,高 齢者層に

おけ る性機能が注 目され るよ うに な って きて は い る

が,年 齢に伴 った性機能の変化を多,;,,例について検討

した報告 はいまだ少 ない.ま た性生活 の実態調査を一

般大衆集団で多数例について実施す ることは,か な り

困難である.そ こで米国のPearlmanらd)が 泌尿器科

外来患老を対象 に調査 した報告があるので,今 回,わ

れわれ も同様 な対象集団で加齢に よる性機能低下の実

態を,potencyを 中心に分析 し,か つPearlmanら
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Table1.Casesinthisstudy.

Disease
Ageく3030-3940-4950-5960-6970-79≧80Total

Oligozoospecmia

Azoospermia

Kli皿efelteゼssynd.

Prostatitis

BP開

Urinarystone

Others

75

48

4

69

173

71

19

259

1451

ziosn

7

4

254

13

57

247

17462151

10824321421

512341

18294394

255

123

zs

835

599

201

1353

Total 4201150582 516422272273389

Table2,Frequencyofsexualintercourseatvariousages.

AgeNo.of>4time5ノ ロk●3-4times/dk.i-2times!1灰 ●0-1ti皿e5ノ 闘1【,1-2ti置 隈≡5/no.o-iticesノ 穏⊂}.None

casesNo.(z)No.(Z)No.(Z)No.(Z)No.(Z)No.(Z)No.(1)

<30

30-39

40-49

50-59

60-69

70-79

s80

293

887

571

516

422

272

27

16(5.5)133(45.4)

27(3.0)220(24.8)

2(0.4)42(7.4)

9(1.7)

2(0.5)

1(0.4)

130(45.4)

500(56.4)

272(47.6)

127(24.6)

36(8.5)

12(4.4)

5(1.7)7(2.4)

58(6.5)68(7.7)

70(12。3)126(22.り7(1,2)

62(12.1)198(38.4)11(2.1)

21(5.0)160(37.9)14(3.3)

9(3.3)54(19.9)7(2.6)

1(3.7)1(3.7)

2(0.η

14(1.6)

52(9.り

109(2書.り

189(44.8)

189(69.5)

25(92.6)

Total298845 407 ion szs 614 ao sso

の報告 との比較検討を行な ったので報告す る.

対象および方法

対象は過去U年 間 に札幌医科 大学 泌尿器科外来を受

診 した既婚男性 の うち,癌 症例,全 身 状 態 の 悪 い 症

例,イ ンポテ ンスを訴xる 症例お よび睾丸機能障害以

外の内分 泌疾患症例を除 く3,389例 であ る(Table1)・

年齢は20歳 か ら89歳で,30歳 代が1,150例 と一番多 く,

40歳 代582例,50歳 代516例 と年齢 が高 くなるに従い減

少 し,60歳 以上の高齢者は721例 であった.疾 患別で

は前立腺炎835例,前 立腺肥大症599例 と調査対象症例

の40%以 上は前立腺疾患症例 で あ った.ま たoligo-

zoospermia,azoospermia,Klinefelter症 候 群 と

い った睾丸機能障害例は401例 あ り,こ れ らの症例 は

他疾患症例 と区別 し検討を行なった.

方法 は性交渉や早朝覚 醒 時 勃 起(morningerec-

lion)の 有無お よび頻度,若 年時の性交回数などに 関

する性生活調査を,患 老 の初診時に直接問診 にて行 な

った.ま た性機能に関係す る と思われる卑丸容積につ

いて もorchidometerに よる 測定結果 をもとに 検討

を行な った.

結 果

i睾 丸機能障害例 を除 く症例での検討

1)性 交 回数 の加齢に よる変化

Oligozoospermia,azoospermiaお よびKlinefe-

1ter症 候群な どの睾丸機 能障害 例を除 く2,988例 の既

婚男性について年齢に よる性交 回数 の変化 を検討 した

(Table2).

20歳 代では50。9%と 約半数 の症例 が週3回 以上の性

交回数を有 してお り,95%の 症例が少な くとも週1回

以上の性交渉を行なっていた.30歳 代にな ると56.4%

が週1～2回 の性交 回数を有 し,週3回 以上の症 例は

27.8%で あ った.40歳 代で は週3回 以上の性交回数を

有す る症例はわずかに7.8%と な り,週1回 に満たな

い例が44.6%を 占めた.50歳 代にな ると性交回数はさ

らに減 少 し,週1回 以上 の症例は26.3%と な り,月1

～2回 の症例 が38 .4%を 占め,ま た性交渉を有 しない

症例は21.1%と5人 に1人 程度で あった.60歳 代 では

44.8%が 性生活 を有 してお らず,性 交回数週1回 以上

の症例は9%と,約10人 に1人 程度であ った.70歳 代

では69.5%と 約7割 が牲生活を有 していなか った.性

生活を有す る症例は,272例 中わずかに83例(30.5%)

であ り,そ の うち213近 くが月1～2回 の性 交 回数

で,週1回 以上 の症例 は13例(4.8%)と ごく少数で

あ った.80歳 以上 では対象症例数はわずか に27例 であ

ったが,こ の うち性生活 を有す る のは2例(7.4%)

のみであ った.

2)早 朝覚醒時勃起 の状態

早朝 覚醒時勃起(morningerection)に っ いて調
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Table3.Morningerectionatvariousages.

AgeNo.of

cases

(+++}(++)(+)(一)

No.(1)No.(X)No.(Z)No.(X)

(30

30-39

40-49

50-59

60-69

70-79

≧80

293

887

571

516

422

272

27

170(58.0)

350(39.5)

99(17.3)

S1(9.9)

10(2.4)

1(0.4)

98(33.5)

372(41.9)

226(39.6)

130(25.2)

60(14.2)

18(6.6)

12(4.1)

80(9.0)

102(17.9)

iizUzi.≫

107(25.4)

46(16.9)

4(14.8)

13(4.4)

as(9.6)

144(25.2)

223(43.2)

245(58.1)

207(76.1)

23(85.2)

Total2988 681 904 463 940

べ て み る と(Table3),20歳 代 で は58%が ほ と ん ど毎

朝 勃 起 を 自覚 して い た,30歳 代 で も約40%が,ほ ぼ 毎 日

morningerectionを 自覚 し,morningerectionを

有 しな い頻 度 は10%以 下 で あ った.40歳 代 で はmorn

ingerectionを 自覚 しな い 頻 度 は25.2%と,4人 に

1人 程 度 とな り,加 齢Y`伴 い この頻 度 は増 加 傾 向 を 示

し,50歳 代 では43.2/00,60歳 代 で は58.1%,70歳 代 で

476.1%と,60歳 代 以 降 でmorningerectionを 有

しない 頻度 の方 が 有 す る頻度 よ り多か った.

Frequencyofmorningerection

(+++);Always(>4/Wk.)

(++):Sometimes(1-一 一3/Hk.)

(+):Rarely(<1/Wk.)

(一)國one

(mD

22岱

20

18

18

o一

春

凸

春 一噛噛噛璽「へ

20406080goo(%)
ト ー 一 一

{」 ㌔
層鴨燭

鞠△

△ ・㍉
「、

㍉ 昏 層r曽
r 鴨舳「△

50-59y.oz
.a

morning

erectio。(・) ii:.:'317・:・.・:=15. .z

1.4

14

12

10

▲-rLMean

tr-dS.D.

a.

、△

.-0

11.3

0.9 3.1

(n:293)

(一)
:,15ゴ:i:1

。τ__

(n:223)

Age20-2930-3940-4950-5980-6970-7980一

B.6 34.1

60～69y.oLl

morning

erection(・)

4.6

(n:177)

Casas29388757151642227227

Mean18.318.518.317.818.515.815.2

(一)

4.12.4

講9、 57.6 (n:245)

S.D.3.383.703.783.893.853.984.34

L,,。 .。。、」L,、。.。5j

Fig.2.Meanandstandarddeviationof

testicularvolumeatvariousages.
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Fig.1.Relationshipbetweensexualintercourse

andmorningerectioninelderlymen.

つ ぎ にmorningerectionの 有 無 と性 生 活 の 関 係

を,性 交 回数 が 急 激 に 減 少 し始 め る50歳 代 以 上 の 症 例

で 調べ て み る と(Fig.1),50歳 代 で はmorning

erectionを 有 す る群 で 性 生 活 を有 しな い頻 度 は わ ず

か セこ11.3%で あ るの に 対 し,morningerectionの 自

覚 の な い群 で は34.1%と 高 率 で あ った.ま た60歳 代 お

よび70歳 以上 で も,morningcrectionの 自 覚が あ る

群 に比 ぺ 無 い 群 で性 交 渉 の 頻 度 は 劣 って い る傾 向 が 認

め られ た.

3)睾 丸 容積 の加 齢 に よ る変 化 と性 交 回数 の関 係

Orchidometorを 用 い て 測 定 し た 睾 丸 容 積 と 加 齢

との 関 係 を検 討 して みた(Fig.2).20歳 代 で は平 均

18・3±3.38ml,30歳 代 で は 平 均18.5±3.70ml,40

歳 代 で は平 均18.3±3.76mlと,40歳 代 まで は年 齢
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Fig.3.Relationshipbetweentesticularvolumeandfrequencyofsexualintercourse.

に よる睾丸容積の変化はほとんど認め られ なか った.

50歳 代に なる と平均17.8±3.89mlと や や減少が 認

め られ,60歳 代 では平均16.5±3,85ml,さ らに70歳

代では平均15.8±3.98mlと 有意 な減少が認 め られ

た.

つ ぎに,睾 丸容積の違いに より,potencyに 差が な

いか ど うかを調べ るため,年 齢に よる睾丸容積 の差が

ほ とん ど認め られない50歳 未満,睾 丸容積 の減少が始

まる50～60歳 代 および70歳 以上の3群 に分 け,睾 丸容

積別の性交回数 を検討 して み た(Fig.3).50歳 未満

では睾丸容積llml以 下 の症例 で週3回 以上の 性交

回数を有する頻度が20.8%,週1～2回 が49.1%で あ

り,69.9%が 週1回 以上の性交回数 を有 していた.こ

れに対 し,睾 丸容積 が24ml以 上 の症例で は週3回

以上の性交回数を有す る頻度は19.7%,週1～2回 が

54.6%で あ り,睾 丸容積が11ml以 下 の症例 と比較

してほ とん ど差は認め られなか った.ま た他の睾丸容

積 の症例において も同様の性 交回数 であ り,50歳 未満

では睾丸 容積に よる性交回数 の差 はほ とん ど認め られ

なか った,加 齢に よる睾丸容積の減 少が始 まる鉛～60

歳代の症 例につ いてみ ると,週i回 以上の性交回数を

有する頻 度は 睾丸 容積が11mi以 下 の症例 で は6・2

%,12～15mlで は14.0%,is～19mlで は18.5%,

20～23m1で は21.4%,24ml以 上では35.1%と,睾

丸容積が大 きい症例ほ ど頻度は高 く,特 に24ml以

上の症例では11ml以 下 の症例 に比べ,約6倍 近 く

高い頻度 とな っていた.逆 に まった く性生活を有 しな

い頻度は睾丸容積が11ml以 下 で50.8%,12～15ml

で32.5%,16～19mlで31.5%,20～23mlで29,7

%,24ml以 上で20.8%と 睾丸容積が大 きい症例ほど

低 い頻度であ った.こ のこ とより50～60歳 代において

は睾丸 容積が小 さい 症例ほ どpotencyが 低下 してい

るこ とが推測 された.70歳 以上では睾丸 容積がIlml

以下か ら23mlの 症例の間で は,ほ とん ど性交 回数
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に差は認 めなか った,24ml以 上の症 例 で は 他 に 比

べ,性 生活を有す る頻度がかな り多 くなっているが,

症例数が8例 と少な く,差 は明 らか ではなか った.

4)若 年時性交回数 と現在の性交 回数 の比較

50歳以上の中高齢者症例において,若 年時 の最 も性

的に活発であ った時期 の性交回数について調査 してみ

た(Fig.4).調 査時週1回 以上の性生活 を有す る群,

週1回 に満たない群,性 生活を有 しない群の3群 に分

けて検討 してみる と,ど の群で も若年時の性交回数 が

週3～4回,つ ま り2日 に1回 程度の症例が約半数 を

占めた.し か し調査時週1回 以上の性生活を有す る群

20406080100(%)

current

frequency

?1/w

<t/w

0

(n:187)

total

Fig.4,

(n:538)

(n:512)

(n:1237)
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ZZ≧7/w懸3～4/w
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Frequencyofsexualintercourseinthe

mostsexuallyactiveageinelderlymen.
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で は,若 年 時 週7回 以 上 あ る いは 週5～6回 程度 の,

頻 回 の性 生 活 を 有 す る症例 の頻 度 が 他 の 群 に 比 べ やや

高 い傾 向 が認 め られ た.つ ま り中 高 年 に な って もpo-

tencyが 同年 代 の人 に 比 べ 強 い人 では,若 い 頃 のpo.

tencyも や や 強 か った こ とが 推測 され た.

2睾 丸 機 能 障 害 例 に お け る検 討

今 回性 生活 調 査 を 行 な った 対象 症 例の うち,oligO・

zoospermia症 例255例,azoospermia症 例123例 お

よびKlinefelter症 候 群 症 例23例 に つ い て 検 討 を 行

な った.

性 交 回 数 をTable4に 示 した が,oligozoospermia

症 例 に お い て は,20歳 代 で41.4%の 症 例 が 週3回 以 上

の性 交 回 数 を有 して いた.ま た 週1～2回 の 症 例 が

53.3%aと 半 数 以 上 を 占め た.30歳 代 では 性 交 回 数 週3

回 以上 が29.5%,週1～2回 が59.5%で あ っ た.一

方,azoospermia症 例 に お い て は,20歳 代 で 週3回

以上 の性 交 回 数 を有 す る頻 度 が43.7%,週1～2回 が

50.0%で あ り,30歳 代 に な る と週3回 以上38,0/a,週

1～2回56.3%で あ った.

これ ら 睾丸 機 能 障害 例 と睾 丸機 能 が正 常 と思 わ れ る

症例 との間 で 性 交 回 数 の比 較 を 行 な って み る と(Fig.

5),20歳 代 で は 週1回 以上 の頻 度 は ほ とん ど 同 じ で

あ る が,週3回 以 上 の 頻 度 はoligozoospermia症

例 で約10%,azoospermia症 例 で 約7%正 常 値 に 比

べ低 くな って い た.30歳 代 で比 較 す る と,週3回 以 上

お よび週1～2回 の 頻 度 は逆 にoligozoospermia症

例 やazoospermiaで 若=F多 い 傾 向 が認 め られ た.さ

らに,睾 丸 容積 に つ い て み る と(Fig.6),20歳 代 で

はoligozoospermial5。8±3.89ml,azoospermia

l3.4±5.07m1,Klinefelter症 候 群2.8±0.96mlで

あ り,睾 丸 機 能 が 正 常 と思 わ れ る例 に比 べ 有意 に 小 さ

Table4,Frequencyofsexualintercourseincasesoftesticulardysfunction.

AgeNo.of>4times/Nk.3-4times/Hk.1-2times/llk.0-1times/Nk.1-21imes/Mo.

casesNo.(Z)No.(Z)No.(X)No.(Z)No.(Z)

Oligozoospermia

<3075

30-391フ3

40-497

2(1.7)19(38.7)

5(2.9)46(26.6)

40(53.3)4(5.3)

103(59.5)12(6.9)

4(57.1)1(14.3)

7(4.0)

2(28.6)

Total2557 75 147 17 9

Azoospermia

<30

30-39

40-49

娼

71

4

4(8.3)

1(25.0)

17(35.4)

27(38.0)

1(25.0)

24(50陰0)

40(56.3)

2(50.0)

3(6.3)

1(1.4) 3(4.2)

To[al123S 45 66 4 3

Klinefelter'synd.

<304

30-3919

1(25.0)3(75.0)

6(31.6)10(52.6) 3(15.8)

Total 23 7 13 3
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く,ま たoligozoospermiaとazoospermia症 例 間

で も有 意 な 差 が認 め られ た,ま た30歳 代 で も睾丸 容積

は20歳 代 とほ とん ど変 わ らず 同様 な 傾 向 が 認 め ら れ

た.

考 察

男性 の性機能は性行為 を遂行 し うる能力(potency)

と子孫 を儲け ることのできる能力(妊 孕能)と に大別

されてお り,こ れ らの機能が加齢 とともに徐 々に低下

す ることは必然的な生理現象 と して と らえ られ て い

る.妊 孕能 と加齢 との関係 につ いては精子数,ホ ルモ

ソ値,睾 丸の組織形 態な どの面か ら多 くの報告がなさ

れて きてい る5・6).一方,potencyに 関 して は,欧 米

ではKinsey')やPfeifferら3)の 報告Y'代 表 され る

ように,古 くか ら詳 細な検討が されて きてい るが,わ

が国で は性に対す る意識 の違 いに より,研 究は ごく限

られた一部の人達 に よってのみ行 なわれて きてお り,

加齢に よるpotencyの 変化の実態を多数例 につ い て

検討 した報告は比較的少 ない7、9.そ こ でわれ われは

泌尿器科を受診 した男性 を対象 として性生活調査を行

ない,加 齢に よるpotencyの 変化を検討 してみたが,

緒言で も述べ た ごと く,ア メリカ のPearlmanら4)

もわれわれ と同様 に,泌 尿器科外来患者2,801例 につ

いて性生活調査を行ない報告 している.

その中で既 婚男性 は2,699例 で調査を行な ってお り,

対象集団,症 例数 が自験例 とほぼ 同 じで あるため両者

の間で比較検討を行な ってみた(Fig.7).20歳 代,
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30歳代の若年者では 自験例 とPearlmanら の 報告の

間で性交回数にほ とん ど差は認 め られ ない.40歳 代に

なると,Pearlmanら の報告では性交 回数週3回 以上

の症例が13.6%,週1～2回 が56.4%0を 占め るのに対

し,自 験例では週3回 以上 は7,8%,週1～2回 は47.6

%と 少ない頻度 とな っている.さ らに50歳 代では週 互

～2回 の頻度がPearlmanら の報告 で43.3%を 占め

るのに対 し,自 験例では24.6%と 明らかに少な く,代

わ りに月1～2回 の ものが38.4%0を 占めてい る.60歳

代,70歳 代で週1～2回 の頻度 は自験例 では10%以 下

であるが,Pearlmanら の報告では60歳 代25.6%,70

歳代10.3%で ある.

つ ぎに自験例 とPearlmanら の報告 と の比較 を よ

り明確にす るため,週1回 以上 の性交回数を有する頻

度 と,ま った く性生活を有 しない頻度について両者 の

間で比較 してみた(Fig.8).40歳 未満 では週1回 以

上の性交回数を有する頻度 は両者に差はな く,む しろ

自験例のほ うがわずかに多い傾 向にあ る.し か し40歳

代以降では 明らか にPearlmanら の報告で 多 くなっ

ている.ま た性生活を有 しない頻度については 自験例

では40歳 代 までは10%以 下 であるが,50歳 代21.1%,

60歳代44.8%,70歳 代69.5%,80歳 代92,6%と50歳 代

以降で直線的に急激 に増加 してい る.一 方,Pearlman

らの報告で も40歳代4.2%,50歳 代11.0%,60歳 代33.2

%,70歳 代57.0%,80歳 代83.7%の 人 が性生活を有 し

ておらず,自 験例 と同様 に50歳 代 以降 で急激に増加が

認め られる.し か し自験例 に 比べ るとPearlmanら

の報告 で,50歳 代以降で性生活を有 しない頻度 は約9

～13%少 な くなってい る.こ れ らの ことよ りア メリヵ

人に比べ るとわが国では,加 齢に 伴 うpotencyの 低

下は約5～10年 早 く起 きるもの と推測 され,両 国間の

1629

社会生活環 境や,性 に対す る意識の違い,食 生 活上 の

差な どを反映 しているものと考え られ る.

欧米の他 の報告をみ ると,Pfeifferら3)は46～71歳

までの 自人男性26ユ 例を対象に性行動 につ いて調査を

行ない,性 生活を有 しない頻度は46～50歳0%,51～

55歳50,56～60歳70,61～65歳20%,65～71歳24

%で ある と述 べ,わ れわれの調 査 と比ぺ る と半数以下

の頻度である.ま たFinkleら2)は 内科 お よび外科の

55歳 以上の外来患者101例 で調査を行ない,55～59歳

では61%,60～69歳 では37%,70～74歳 では61%,75

～79歳 では76%の 人が性生活を有 していなか った と述

べている.一 方,60～93歳 の 白人お よび黒人男性149

例について調査 したNewmanらio)の 報告 では,全 体

の54%の 人が性交渉 を有 してお り,60～74歳 までは年

齢に よる差はあま りな く,白 人 よ り黒人 の方が性的Y`

活発 であ ると述べている.Bowersら11)の60～74歳 の

男性157例 について行なった調査では,60～64歳 で28

%,65～69歳 で50%,70～74歳 で61%の 人が性生活を

有 していない.こ の ように欧米の報告例 をみて も,加

齢 に より性生活を有 しな くなる頻度は,調 査対象集団

や調査方法の違いに よりか な りの違いが認め られ る.

またわが国では1974年,大 工原12)が60歳以上の老人

クラブに集 まる在 宅老人510人(男 性261人,女 性249

人)を 対象に性に関す る実態調査を行 なってい る。そ

の中で男性の性行為 を有 してい る頻度 に つ いて み る

と,60～64歳77タ6,65～69歳88%,70～74歳76%,75

～79歳77%で あ り,60～79歳 では年齢 に よる差はほ と

ん どな く,平 均80.5%の 人が実際の性 行為を有 してお

り,80歳 以上になる とその頻度は44%で あると述べて

い る.わ れわれの調査 では性生活を有す る頻度は60歳

代55.2%,70歳 代30.5%,80歳 代7.4%と 大工原の調

査に比べかな り低 い頻度 とな ってお り,加 齢に伴い急

激な低下が認め られ る.
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Morningerectionは,以 前 は膀胱充満に よ り前立

腺神経 叢,海 綿体神経叢に器械 的な刺激が加え られ,

仙髄勃起中枢 が興奮す るために起 きる反射性 勃起 と考

え られていた が,最 近では朝方,最 後 のREM睡 眠

に伴 って起き る夜間睡眠時 勃起現象(nocturnalpe-

niletumescenceNPT)で ある とい う意見が 強 く,

生理的勃起能 力を知 る上で有用な示標 と考 えられ てい

る13・14).そこで各年 齢層でのmorningerectionの

有無についてみてみ ると,20歳 代お よび30歳 代では大

半 の症例V'-morningerectionが 認 め られるが,加

齢 に伴 い徐 々に減少 し,60歳 代ではmorningerec-

tionを 有 しない頻度のほ うが 有す る頻度 よ り多 くな

ってい る.

Morningerectionを 有 しない頻度 と実際 の性生活

を有 しない頻度を グラフで比較 してみる と(Fig.9),

80歳 以上を除 く各年齢層で,morningerectionを 有

しない頻度 の方が,性 生活を有 しない頻度 よ り多い傾

向がある.さ らに前述 した ように,性 生活 を有 しない

頻度は50歳 以降 の中高 年齢層で急激 に増加す るのY`対

し,morningerectionを 有 しない頻度は30歳 代か ら

徐 々に増加す る傾向がある.入 沢 ら15)は男性医師会員

900人 につ いて調べた報告 で,morningerectionが

消失 している頻度は20歳 代2.s%,30歳 代7.0%,40歳

代12.2%,50歳 代31.0%,60歳 代48.7%,70歳 代80%

である と述べ てい る.わ れわれの調査 と同様にmor-

ningercctionを 有 しない頻度 は加齢 とともに増加す

る傾 向にあるが,自 験例に比べ各年齢層でやや低 い頻

度 とな っている.

睾丸容積の年齢に よる変化につ いては中村16)の詳細

な報告があ る.そ れに よると睾丸 の発育は大体20～25

歳 で完 了し,30～40歳 で容積が最 大に達 し,50歳 過ぎ

か らはやや減少 し始 め,こ の傾向は60歳 以降v:..なる と

は っき りして くる と述べてい る.ま た睾丸 の精細管は

30～40歳 頃か ら老化 し始め,60歳 以上になると明 らか

に精細胞数の減少,基 底膜 の肥厚があ り,そ れ と平行

して睾丸容積の縮小が認め られる とされ ている17・18).

われわれの検討では,40歳 代 までは睾丸 容積はほぼ一

定 してお り,18.3～18.5mlで あ る.し か し50歳代で

はやや減少傾向を示 し,60歳 代になる と平均is.5±

3.85mlと 有意に滅少が認め られ,そ れ 以降徐々に減

少が強 くな ってお り,中 村 の報告 とほぼ一致す る傾向

が認 め られた.

さ らに睾丸容積 と性 生活 の関係をみる と,20～40歳

代では睾丸容積に よる性生活 の差は認め られないが,

睾丸 容積が減少を始め,potencyが 急激 に衰 え始め る

50～60歳 代では,睾 丸容積が小 さい ものほ どpotency

の衰えが強いこ とが推測 され る.

不妊症 患 者 の 中 でoligozoospermia,azoosPe「'

mia,Klinefelter症 候群 などの睾丸機能障害 例 に お

ける性生活を調査 した報告 はあま りみあた らない.白

井 ら19)は不妊を訴えて受診 した外来患者における性交

回数を調査 してお り,1週 間の平均性交 回数は25～30

歳2.43回,31～35歳2.13回,36～40歳1.96回,41歳 以

上1.43回 で,同 時期に調査 した健康成人例 に比べ20歳

代でか な り低い値を示す以外,他 の年齢層 では大差は

なか った と報告 してい る.

われわれの調査では,20歳 代では睾丸機能正常例に

比べ,oligozoospermia,azoospcr皿ia群 で 週3回

以上の性交回数を有する頻度 が若干少 ないが,30歳 代

ではむ しろ多 くな っている.こ のこ とは,一 般に30歳

代では大部分 の人がすでに子 供を 有 して い る の に対

し,睾 丸機能障害例においては不 妊である とい う事実

よ り,挙 児を希望す る意識が性生 活上に反映 している

のではないか と考え られる.ま た前述 した ように,20

歳代,30歳 代 といった性的に活発な時期 においては,

睾丸容積に よるpotencyの 差 は認め られない ことが,

睾丸機能障害例 におけ る調査か らもうかがえる.

性行為の遂行 には テス トステロンが直接,間 接に重

要な役割を演 じてい ると考え られ,加 齢 に よ るpo・

tencyの 衰え もホルモン学的立場 か ら論 じられ ること

が多い5,6).し か し性機能低下に は内分 泌学的 環境の

変化以外に,社 会生活環境,心 理状態,従 来 よ りの性

習慣な ど多数 の要 因が関与 してい るも の と考xら れ

る.

今後 ます ます 高齢化社会に移 るに従い,男 性性機能

の老化に対処するにあたっては多方面 よ りの積極 的な

アプ ローチが必要である と思われ る.

結 語

外来患者を対象に加齢に よる男性性機能 の変化をお

もにpotencyの 面か ら検討 した.

加齢によ り性機能は徐 々に低下 し,そ の傾 向は特に

50歳 以降で著 しくな ってい る.し か し,低 下 の程度に

は個 人差が著 しく,バ ラツキ幅 も広い.そ れは老化に

よる身体的変 化以外に,社 会生活環 境や性習慣 など,

いろい ろな因子が影響 してい るため と考 え られ る.

高齢者の増加や社会生活 レベルの向上に伴い,性 に

対す る意識 も変化 しつつ あ り,全 身的な老化現 象の中

で性機能低下 の予 防,改 善を どの よ うに進めるか,今

後 さらに検討 が必要 と思われ る.

なお本論文の要旨は第29回日本不妊学会総会(東 京)お よ

び第276回 日本泌尿器科学会北海道地方会で発表 した.
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